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果樹を加害するコナカイガラムシ類の生態と防除
ーコナカイ力ラムシ知の齢識日IJ法と天敵'f-Iiについて一
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コ ナ カ イ ガ ラ ム シ 類 は ナ シ (矢後， 1 935 :白岩，
1 935 :高橋， 1 936 :福田 ・ 宇田川， 1965 :伊諜， 1 990) 
や リ ン ゴ (畳Jふ1 950 :福田， 1 95 1 :成田 ら ， 1 969 :砕
}I I ，  1 969) な ど 袋掛け を 行 う 果樹で重要苦虫 と し て位置
付 け ら れ て き た 。 ま た ， カ キ に おい て も 近年， フ ジ コ ナ
カ イ ガ ラ ム シ に よ る 被害 が問題 と な っ て い る (L!I回，
1 992 :山中， 1 99 4) 。 一方， カ ン キ ツ で も コ ナ カ イ ガ ラ
ム シ 類 の 加害が古 く か ら 記録(桑 名 1 9 1 7 : �':j橋，
1 930) さ れ てい る が， 露地栽培 で は 常 に |釣除対象 に な る
よ う な筈虫 で は な く ， 局所的 に 多発して梨笑上 に す す病
を 発生 さ せ る マ イ ナ ー害虫 と 見 ら れ て き た 。 しかし近年
に な り ， カ ン キ ツ の施設栽培の普及に伴ない， コブ カ イ
ガ ラ ムシ類の多発が問題 と な っ て き た 。 ま た ， ウ ンシ ュ
ウ ミ カ ン の海外への輸出の 際 に 検疫害虫 と して コ ナ カ イ
ガ ラ ム シ類、が対象 と な り (河合， 1 990 :大政， 1 990) ， 
露地 に おい て も そ の発生が問題 と さ れ る よ う に な っ た 。

コ ナ カ イ ガ ラ ム シm に 対す る 関心 は こ の よ う に近年 に
な り 高 ま り ， 本誌 で こ れ ま で に も 呆樹の コ ナ カ イ ガ ラム
シ類の識別法や生態， f'切除 に つい て 紹 介 さ れ て き た し仁
野， 1 977 :河合， 1 989 ，  1 990 :大 政， 1990 :伊様，
1 990 :新井， 1 997) 。 今回 は， 本 誌 で こ れ ま で紹 介 さ れ
た こ と の な か っ た コブ カ イ ガ ラ ム シ類の齢識別法や天敵
に 関す る 内 容 を 中 心 に 述 べ る こ と と す る 。

な お ， 今回 は カ ン キ ツ で最 も 重要 な加害種であ る ミ カ
ンヒメ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ を 中 心 に 述 べ てい く が， 紹介す
る 内容 は 他の コ ナ カ イ ガ ラ ム シ類 に ついて も 迎m で き る
と 考 え ら れ， ま た ， 引用文献に は カ ン キ ツ 以外の コ ナ カ
イ ガ ラ ム シ類 に 関す る も の も あ る の で， 他樹種 コ ナ カ イ
ガ ラ ム シ類の調査の 際の参考 に な れ ば幸いであ る 。

I コナカイガラムシ類の齢識別法

コ ナ カ イ ガ ラ ム シ類 は加齢 に 伴 な う 形態上の変化 に乏
しい た め ， 外観 に よ る 簡 易 な 齢識別 は 難し し コ。 こ の た
め ， こ れ ま で体長 に よ る 齢識別が行 わ れ て き た 。 た だ

The Ecology ancl Conlrol of Mcalybllgs on cilrlls. 

一Discril11ination of NYl11phal Stages ancl Nalllral Encl11ies of 

Mealybllgs- ßy TOl11onori AI<i\[ 

(キーワード ミカンヒメコナカイガラムシ， 申告識))[J， 天敵， I切
除， カンキツ)

井 朋
円高UZ，イト

し， ミ カ ンヒ メ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ の 場合， 図 一l に 示し
た よ うにI 齢 と 2 齢問 で は 0 . 60�0 .7 1 mm， 2 齢 と 3 齢
で は， O. 83� 1 . 0  1l1111， 3 齢 と 雌 成 虫 で は 1 . 25� 1 .59
Il1I11 の純I�IIで体長の重 な り があ る の で， 体長のみか ら 齢
期 を判別す る こ と に は誤差 を 伴な う と 考 え ら れ る 。 そ こ
で， 以下 に ミ カ ンヒ メ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ の 各 齢 を識別 す
る 方法 を 紹 介 す る 。 詳細| は 新井 ( 1998 a ) を 参 考 に し て
ほしい。

な お ， ミ カ ンヒ メ コ ナ カ イ ガ ラ ム シの齢数 は雌Uifで異
な る 。 附i は 3 í愉幼虫 を 経 て 成虫 と な る が， 維 は 2 齢幼虫
の末期 に繭を形成し， そ の 中 で前踊， �涌 を 経 て 有姐 の 成
虫 に な る (新ナ1:， 1 996) 0 雌 はl齢幼虫 か ら 成虫 ま で，
外観上似た 形 をし てい る が， 雄 の 前蝋以降の発育ス テ ー
ジ は， フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ (勝又 ら ， 1 995) と 同様
に ， 明舶 に識別 で き る 。 す な わ ち ， Ml涌 と 蝋 は体がワ ッ
ク ス でほ と ん ど ID わ れ て お ら ず， 体色 は う すい果、色 を呈
し， 姉 で は 麹J/包(wi ng-pad) が発達 し て い る 。 ま た ，
雄jえ虫 は l 対の遡があ る た め に 他の齢期 と 容易 に 識別 で
き る 。 こ の た め， lí.tfの前踊以降の判別 法 に つい て は ， こ
こ で は言放しない こ と と す る 。

1 触角の特徴による齢識別
ク ワ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ (村上， 1 964) ， フ ジ コ ナ カ イ

ガ ラ ム シ ()勝又 ら ， 1 995) ， マ ツ モ ト コ ナ カ イ ガ ラ ム シ
(伊禅， 1 994) で は ， 触角 の 特徴 を 観 察 す る こ と で齢 を
簡単 にしか も 正眼に識別 で き る こ と が判明してい る 。 そ
こ で， ミ カ ンヒ メ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ と ミ カ ン コ ナ カ イ ガ
ラ ム シ に つい て ， 河合 ( 1 980) の 方 法 に 従 っ て 各 発育態
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体長(111111)

図ー 1 ミカンヒメコナカイガラムシの3値潟飼育下にお

ける各i愉1間体の体長のa電困(新井， 1998を一部改

変).
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る 。 本種 は脱皮後 し ば ら く の 間 ， 背面の ワ ッ ク ス が薄 く

微密 に な り ， 背 中 線 に 沿 っ て 各体節ご と に 窪 み が認 め ら

れ る た め (口絵写真) ， 雌成虫 に な っ て し ば ら く の 聞 は ，

脱皮 し た こ と を確認で き る 。 し た が っ て ， 3 齢幼虫 と 雌

成虫 の体長が重 な り 合 う 範囲 ( 1 . 25� 1 . 59 111111 ) で は ，

各体節背聞 の窪 み が な い も の (=脱皮前) を 3 齢， あ る

も の (=脱皮後) を 雌成虫 と し ， ま た ， 重 な り 合 う 範問

よ り も 大 き い も の を 雌成虫， 小 さ い も の を 3 齢幼虫 と す

る こ と で齢 を判別 し た ( 図 -3) 。 こ の 方 法 に よ る 齢識別

の精度 を 触角 に 基づ く 判別 法 に よ り 調 査 し た と こ ろ，

80�90% と 高 い も の で あ っ た (図-4) 。 こ の 方 法 で は ，

プ レ パ ラ ート標本 を作製 す る 手聞が省 け る こ と や， 生 き

た 状態 で継続的 に 虫 を 調 査 で き る と い う 利点 が あ る 。

なお， こ の 方 法 は ， ミ カ ン ヒ メ コ ナ カ イガ ラ ム シ 同様

に体周縁の ロ ウ 質状突起物が長 く な る 種 の齢識別 に適用

で き る 可能性が あ る が， 突起物が短い 種 ( ミ カ ン コ ナ カ

イガ ラ ム シ ， ブ ジ コ ナ カ イガ ラ ム シ な ど) に つ い て は適

用困難 と 考 え ら れた 。
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立川 ( 1 958) ， TAClIII\A\\"A ( 1 963) に よ る カ イガ ラ ム シ

類の天敵リ ス ト に は コ ナ カ イ ガ ラ ム シ類の 天敵類 も 記載

さ れて い る 。 ま た ， 個 々 の コ ナ カ イガ ラ ム シ で は ， 村上

( 1 963 ， 1965 ， 1 966) や福田 ・ 宇 田 川 ( 1 965) が ク ワ コ ナ

カ イガ ラ ム シ に つ い て ， 森 ( 1 964) ， 田 中 ・ 小林 ( 1971 )

が フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ に つ い て ， 立 川 ( 1 959) ， 松

浦 ・ 八回 ( 1 976 ) ， 松浦 ( 1 977 ) ， !Tlolι、 and INollE 

コナカイ ガ ラムシ類の天敵E 
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触角節番号
図ー2 ミカンヒメコ ナ カ イ ガ ラムシ と ミカンコ ナ カ イ ガ

ラムシにおける触角各 節長 の平均値 と 標準誤差
棒グラフ上 の異なる文字問には有意差が認められる
(Tukey-Kramer's-test， p=O.05) 。 触角 の節番号は
村上 (1964) に従L、先端を第6 節 と した.

別 の プ レ パ ラ ート標本 を作製 し ， 各齢 の触角節数 と 各節

の 長 さ を 調 査 し た 。 両種の触角 の 節数 は 1， 2 齢 で は と

も に 6 節， 3 齢 で は 7 節， 雌成虫 で は 8 節 と な り ， 3 齢

以降 は 節 数 に よ る 齢 の判別が可能 で あ っ た 。 ま た ， 触角

の節数が同 じ で あ っ た 1 ， 2 齢幼虫 に つ い て ， 各節の長 さ

を 観察 し た と こ ろ， 1 齢幼虫 で は 第 2 節 が先端 の 第 6 節

に 次 い で長か っ た が， 2 齢幼虫 で は 第 3 節 が 2 番 目 に 長

い こ と か ら ( 図 2) ， 両者 を 識別 で き た 。 し た が っ て ，

こ れ ら 2 種 に つ い て も ， 触角 の節数 と そ の形態的特徴か

ら全て の齢期 を 正確 に 識別 で き る こ と が判明 し た 。 た だ

こ の 方法 は プ レ パ ラ ート標本の観察 と な る た め ， 生 き た

状態の 虫 の齢 を識別す る こ と は で き ず， 大量の個体 を 扱

う と き に は手聞がかか る う え ， 1 齢幼虫 の よ う に 微少 な

個体 は標本作 成 中 に 消 失 し や す い な ど の 欠点 も あ る 。

2 外見の特徴 か ら の齢識別

ミ カ ン ヒ メ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ の場合， 1 齢幼虫 で は ，

尾端の 1 対 を 除 い て 体周 縁部 の ロ ウ 質状突起物 は認め ら

れ な い (口絵写真 A) o 2 齢幼虫 に な る と 短 く 細 い 突起

物 が体周 縁部 に 生 じ (口絵写真 B) ， 3 齢幼虫 と 雌成 虫

で は そ れ が太 く 長 く 発達 す る (口絵写真 C， D) 。 こ の

た め ， 1 齢幼虫 は ロ ウ 質状突起物 の 有無 に よ り ， ま た 2

齢幼虫 は 突起物の特徴 か ら 識別 可能 で あ る が， 3 齢幼虫

と 雌成虫 は 突起物の 特徴 だ け で判別 す る こ と は困難で あ

4 3 2 6 5 4 3 2 

図-3 外見 の特徴からミカンヒメコ ナカ イ ガ ラムシ の齢

を識別する と き の概略図
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( 1 996) ， 新j ド ( J 998 b) が ミ カ ン ヒ メ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ
に つ い て天敵類 を そ れ ぞ れ記載して い る 。

J二記の文献か ら ， ミ カ ンヒ メ コ ナ カ イ ガ ラ ム シの主要
な 天 敵 と し て は レ リ コ ナ カ イ ガ ラ ト ピ コ パ チ
Clallsel1 ia þll rþll rea， シ ロ ツ ノ コ ナ カ イ ガ ラ ト ピ コ ノ f チ
!l nagyms sllbalbiþes， ハ ラ ビ ロ ク ロ ノ f チ 手↓の !lllolro戸G
spp な どの 寄生!蜂 (和名 に つ い て は平|嶋 ( 1 989) に 従
し 3一部上記文献 と は !J'íl な る ) と ， タ マパエ， テ ン ト ウ ム
シ類， ク サ カ ゲ ロ ウ類 な ど の 捕 食 者 が 主 体 と 考 え ら れ
る 。 松浦 ( J 977) に よ る と ， タ マパ エ は 7 月 か ら 前動が
高 ま り ， ミ カ ンヒ メ コ ナ カ イ ガ ラ ム シの雌成虫 を 主 に 捕
食し， 密度抑制 に大 き な働 き を し て い る こ と が観察 さ れ
て い る 。 ま た ， �:ぞ;が1�，\農薬 カ ン キ ツ 闘 に お い て 天敵主m
の活動 を調査した と こ ろ ， 寄生燥の発生個体数 は 8 月 以
降下 に附加した 。 した が っ て ， ミ カ ン ヒ メ コ ナ カ イ ガ ラ ム
シの天敵類の活動 は 夏季の 7 月 以 降 に 活発 に な り ， 密度
抑 制 に 貢献し て い る と 考 え ら れた 。

ま た ， 1 996 年 の 架樹 カ メ ム シ類 大 発生後， カ イ ガ ラ
ム シ�'fiの越冬虫の明加が一部地域で認め ら れた (山林水
産省出産園芸局植物|坊疫課， 1 999) が， こ の一因 と し て
カ メ ムシ防除剤の散布に よ る カ イ ガ ラ ム シ類天敵の減少
が考 え ら れ る 。 カ ン キ ツ の コ ナ カ イ ガ ラ ム シ類の発生が
潟地で少な く 施設で多 い の も ， 生息環境の微気 象条件の
相違だ け で な く ， 天敵類 に よ る 抑制作用 の相逃が|刻わ っ
て い る と 考 え ら れ る 。 こ の た め， W樹 カ メ ム シ類が多発

し薬剤|釣|徐が繰 り 返 さ れた 年 に は コ ナ カ イ ガ ラ ム シ類の
発生動向 に も 十分 に 注意 す る 必要 が あ ろ う 。

皿 防 除 法

薬 剤 に よ る ミ カ ン ヒ メ コ ナ カ イ ガ ラ ムシの防|徐i盛期 は
1 �2 愉幼虫期 で あ る (新井， 1 997， 1 999) 。 齢期の識別
は， 1�1 -3 に 示し た よ う に ロ ウ質状 突起物 の 発達程度 な
どの特徴 を 参考 に し て 判 断 す る の が理想であ る が， 単 に
虫が|釣|徐i盛期 の 1 �2 齢か ど う か を判断 す る 場合 に は ，
体長 を 見 る だ け で も よ い と 考 え ら れ る 。 防除対 象 で あ る
2 齢幼虫 は 3 齢幼虫 と O . 8� 1 . O 111111 の 範 囲 で 重 な り 合
う が， 3 îl:命 幼虫 は脱JX後 2 日 く ら い で こ の 範囲 よ り も 大
き く な る の で， 体長 1 111111 く ら い ま での 幼 虫 で あ れ ば 2
齢以下 と 判断し で も 問題 は 少 な い と 考 え ら れ る 。

路地では， 第 1 世代が第 2 世代以 降 に 比べ て 薬剤防除
の 効 果 が高 い と 考 え ら れ る ( 新 井， 1 997 ， 1 999) 。 こ れ
は， 第 1 世代幼虫、 の ふ 化l時期が第 2 世代 以 降 に 比 べ て 短
く ， 1 �2 i愉幼虫 の 発生時期 が ま と ま る と い う 理 由 に 加
え ， 第 2 ttl:代以降のが'J!ll発生時期 は天敵類の活動が高 く
な る た め， 第 1 tlJィーにの カが第 2 世代以 降 に 比 べて 天敵類
に対す る 薬剤の影特が少な い か ら であ る 。

施設の場合， 現状 で は天敵類 に よ る 抑 制 が ほ と ん ど期
待で き な い の で， 薬 剤 に よ る 防除 が欠 かせ な い。 施設 に
お け る 幼虫発生時期 は 潟地 と は異 な る の で， 日 頃か ら 本
種の好適な生息部位 (新井， 1 997， 1 999) を 観察し， 発
生が認め ら れ た ら |坊|徐適J引 を 把握し， 低密度 の う ち に |釣
除す る よ う 心が け る 必要 が あ る 。

な お ， 本稿のfMP: に あ た り ， 文献 を ご提供 い た だ い た
三重大学生物資源学部昆虫学研究室松浦 誠博士 に 厚 く
お 干し I' I�し上 げ る 。
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新 し く 登録 さ れ た 農薬 (13 . 4 . 1'"'-'4 . 30)
掲載 は， 種類名 ， iltiø'lt:& (登録番号 : 製造業者文 は輸入業者) 登録年月 日 ， 有効成分 お よ び含有量， 対象作物 : 対象病

害虫 : 使用時期お よ び回数な ど。 た だ し ， 除草剤 に つ い て は， 適用雑草 : 使用 方法 を 記載 ( … 日 … 回 は 収穫何 日 前 ま で，
何回以 内散布又 は 摘採何 日 前 ま で何 回以 内 の 散 布 の 略) 0 (登録番号 20605�20642) 新規成分 に は ア ン ダ ー ラ イ ン を 付 し
T> ， � 。

「殺虫剤」
イ サ エ ア ヒ メ コ パ チ ・ ハ モ グ リ コ マ ユ パ チ剤
マゲポ ァ クズ 91 (206 1 1 : ト ー メ ン ) 13 . 4 . 16 
イ サ エ ア ヒ メ コ パ チ羽化成虫 25 頭/ ポ リ エ チ レ ン瓶
ハ モ グ リ コ マ ユ パ チ羽化成虫 225 頭/ ポ リ エ チ レ ン瓶
ト マ ト (施設) ・ ナ ス (施設) : マ メ ハ モ グ リ パ エ : 発 生 初

期 : 放飼
イ ミ ダ ク ロ プ リ ド粉剤

7 f'7-( -Þ-1f)JII/ DL (2061 2 : 北海三共) 13 . 4 . 16 
イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 0 . 25%
稲 : ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ ・ ウ ン カ 類 ・ カ メ ム シ 類 ・ イ ネ ド ロ オ

イ ム シ : 2 1 日 前， れ ん こ ん : ア プ ラ ム シ 類 : 14 日 前， ヨ
シ ， オ ギ， ス ス キ ， セ イ タ カ ア ワ ダチ ソ ウ 等 の 多 年生雑草
が優 占 し て い る 休耕回 カ メ ム シ類， : 2 回

イ ン ド キ サ カ ル ブ MP 水和剤

f /t-�許 - f'7 D 7 7ン'" (20613 : デ ュ ポ ン ， 20614 : ク ミ ア イ
化学工業， 20615 : 三共) 13 . 4 . 26 

イ ン ド キ サ カ ル プ 10 . 0%
キ ャ ベ ツ : コ ナ ガ ・ ア オ ム シ : 7 日 前， だ い こ ん : コ ナ ガ ・

ア オ ム シ : 2 1 日 前， て ん さ い : ヨ ト ウ ム シ， か ん し ょ : ハ
ス モ ン ヨ ト ウ : 7 目 前 : 2 回， た ば こ : タ バ コ ア オ ム シ ・
ヨ ト ウ ム シ : 10 日 前 : 1 回

ア セ タ ミ プ リ ド液剤

壱ズ どラ ン SL i�JII/ (2刀64 1 : 日 本 曹 達， 20642 : 日 本 農薬)
13 . 4 . 27 

ア セ タ ミ プ リ ド 18 . 0%
ばれい し ょ : テ ン ト ウ ム シ ダマ シ ・ ア プ ラ ム シ類 : 7 目 前 : 3 

回， と う も ろ こ し : ア プ ラ ム シ類 : 14 日 前 : 3 回
ア セ フ ェ ー ト 水溶剤

:(" /t- f タ ン縛現世*iWJII/ 95 (20638 : ト ー メ ン ， 20639 : 武 田 薬

品工業， 20640 : 北興化学工業) 13 . 4 . 27 
ア セ フ ェ ー ト 95 . 0%
て ん さ い : テ ン サ イ ト ピ ハ ム シ : 育苗期 : 1 m2 当 た り 3 1 潅

注 : 4 回 (移植後 は 3 回) ， テ ン サ イ ト ピハ ム シ ・ ヨ ト ウ ム
シ : 45 目 前 : 4 回 (移 植 後 は 3 回) : 散 布， た ま ね ぎ : ネ
ギ ア ザ ミ ウ マ : 2 1 日 前 : 5 困

脂肪酸 グ リ セ リ ド 乳剤
レ イ ン コ - f (20608 : 富士 グ リ ー ン ) 1 3 . 4 . 1 1 

脂肪酸 グ リ セ リ ド 90 . 0%
い ち ご : ハ ダ ニ 類 ・ ワ タ ア プ ラ ム シ ・ う ど ん こ 病 : 前 日 : 3 

回
ス ピ ノ サ ド 水和剤

:tJ グ プズ タ ー (20607 : ダ ウ ・ ケ ミ カ ル 日 本) 13 . 4 . 1 1  
ス ピ ノ サ ド 1 1 . 0%
芝 : ス ジ キ リ ヨ ト ウ ・ シ パ ッ ト ガ : 発生初期 : 5 回
チ ア ク ロ プ リ ド 水和剤

バ グ ア- f'JIJ掠'Jt7/C弱視ザ (20618 : 日 本 バ イ エ ル ア グ ロ ケ ム ，
20619  : ク ミ ア イ 化学工業， 20620 : 三共) 13 . 4 . 26 

チ ア ク ロ プ リ ド 30 . 0%
り ん ご : ア プ ラ ム シ類 ・ シ ン ク イ ム シ 類 ・ キ ン モ ン ホ ソ ガ，

な し : ア ブ ラ ム シ 類 ・ シ ン ク イ ム シ 類， も も : ア プ ラ ム シ
類 ・ シ ン ク イ ム シ 類 ・ モ モ ハ グ リ ガ : 7 目 前 : 3 回， う
め : ア プ ラ ム シ 類 : 7 日 前 : 2 回， メ ロ ン ・ い ち ご ・ ピ ー
マ ン : ア プ ラ ム シ 類 : 前 日 : 3 回， ト マ ト : ア プ ラ ム シ
類 ・ タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ : 前 日 : 3 回， ばれ い し ょ : ア ブ ラ
ム シ 類 : 7 目 前 : 3 回， 茶 : チ ャ ノ ミ ド リ ヒ メ ヨ コ バ イ ・
チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ : 摘採 7 目 前 : 1 回

チ ア ク ロ プ リ ド 粒剤

バ グ ア- f漕'I1tJII/ (2062 1 : 日 本 バ イ エ ル ア グ ロ ケ ム )
13 . 4 . 26 

チ ア ク ロ プ リ ド 1 . 0%
稲 (箱育苗) : イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ ・ イ ネ ド ロ オ イ ム シ : 移植

前 2 日 ~移植当 日 : 育苗箱の 上か ら 均一 に 散布す る 。 : 1 回
プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ 指肪酸 エ ス テ ル乳剤

7:tJ グ タ y デ1lJII/ (20609 : 東亜合成) 13 . 4 . 16 
プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ 脂肪酸エ ス テ ル 70 . 0%
み か ん : ミ カ ン ハ ダ ニ : 前 日 : 2 回， な す : ハ ダ ニ 類 : 前

日 : 6 回
「殺菌剤」

シ ア ゾ フ ア ミ ド 水和剤
ヲ ン マン 7 D アプ'/t- (20624 : 石原産業) 13 . 4 . 26 
シ ア ゾ フ ア ミ ド 9 . 4%
き ゅ う り ・ メ ロ ン : ぺ と 病 : 前 日 ， ト マ ト ・ ばれ い し ょ : 疫

病 : 7 日 前 : 4 回， ぶ ど う : べ と 病 : 14 日 前 : 3 回
( 1 7 ペ ー ジ に 続 く )
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